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す
。
情
報
公
開
は
分
か
り

や
す
い
も
の
を
心
が
け
、

自
治
体
の
資
産
、
債
務
の

実
態
把
握
、
状
況
の
総
点

検
な
ど
、
住
民
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
充
実
さ

せ
、
住
民
皆
さ
ん
に
幅
広

く
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う

一
層
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問

情
報

公
開

は
導
入
し
た
も

の
の
、
経
営
の

中
身
は
昔
の
ま

ま
、
基
本
動
作

を
超
え
る
改
革

が
必
要
で
は
。

答
弁

町
長　

行
政

を
取
り
巻
く
情

勢
は
年
々
厳
し

く
な
っ
て
お

り
、
職
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
も
一
つ
の
改

革
の
始
ま
り
と
考
え
、
ま

た
公
会
計
に
対
す
る
認
識

を
全
職
員
で
共
有
し
、
意

識
改
革
を
進
め
る
こ
と
も

大
変
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ど
う
か
も
含
め
検
討
中
で

す
。
地
元
業
者
の
参
加
に

当
た
っ
て
は
、
入
札
方
法

を
工
夫
し
て
も
参
加
業
者

は
限
定
さ
れ
、
多
く
の
業

者
参
加
は
困
難
で
す
。
地

元
業
者
育
成
の
点
か
ら
参

加
の
機
会
を
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。
避
難
所

の
機
能
充
実
と
し
て
は
、

小
型
発
電
機
の
接
続
、
一

部
太
陽
光
発
電
利
用
、
受

水
槽
か
ら
の
直
接
給
水
、

仮
設
ト
イ
レ
設
置
の
想
定

な
ど
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。

②
現
在
使
用
し
て
い
る
県

の
給
食
測
定
器
で
は
、
限

界
値
︵
下
限
値
︶
が
27
ベ

ク
レ
ル
以
上
と
な
る
食
材

も
あ
る
。
品
質
の
高
い
機

器
の
独
自
購
入
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

①
新
し
い
測
定

範
囲
で
進
め
、
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
れ
ば
考
え
ま

す　

②
機
械
の
性
能
や
食

材
の
密
度
で
幅
が
出
て
き

ま
す
。
他
の
自
治
体
で
の

検
査
や
情
報
な
ど
を
参
考

に
、
こ
の
ま
ま
で
検
査
は

進
め
て
い
き
ま
す
。

西
中
学
校
改
築
に
議

会
の
意
見
は
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か

質
問

西
中
学
校
の
改

築

に

当

た

っ

て
、
議
会
で
は
最
大
限
の

木
質
化
、
地
元
業
者
の
活

用
、
避
難
所
と
し
て
の
機

能
の
充
実
が
求
め
ら
れ

た
。
現
在
ど
う
生
か
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

教
室
や
廊
下
の

床
、
腰
壁
、
廊
下
側
間
仕

切
り
、
体
育
館
内
壁
な
ど
、

町
産
材
が
対
応
で
き
る
か

と
や
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
条
例
や
基

本
計
画
を
作
成

す
る
な
ど
、
協

議
の
場
を
広
げ

る
こ
と
は
考
え

て
い
る
か
。

答
弁

町
長　

今
の

時
点
で
は
考
え

て

い

ま

せ

ん

が
、
資
料
を
取

り
寄
せ
た
り
、

検
討
す
る
な
ど
、
工
夫
は

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
し
く
つ
く
る
公
共

施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
や
親
水
公
園
内
水
車

小
屋
に
小
水
力
発
電
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
の
一
般
家
庭

の
導
入
支
援
は
、
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

給
食
の
放
射
線
量

測
定
器
の
購
入
を

質
問

①
学
校
・
保
育

園
で
の
空
間
測

定
の
回
数
が
減
っ
て
い

る
。
元
に
戻
す
こ
と
は　

質
問

議
会
に
よ
る
七

夕
ま
つ
り
で
の

竹
飾
り
、
そ
こ
で
の
交
流

は
有
意
義
な
も
の
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
見
え
た
課
題

に
つ
い
て　

①
竹
飾
り
減

少
の
実
態
は　

②
市
街
地

の
高
齢
化
・
少
子
化
で
、

全
町
民
が
参
加
で
き
る
企

画
な
ど
、
住
民
参
加
型
の

発
想
が
大
事
で
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

①
平
成
20
年
１

４
１
本
を
最
高
に
減
少
、

こ
と
し
は
１
１
２
本
と
29

本
減
少　

②
実
行
委
員
会

で
の
反
省
・
総
括
が
な
さ

れ
、
来
年
65
回
へ
の
取
り

組
み
、
方
向
性
が
協
議
さ

れ
ま
す
。

質
問

脱
原
発
の
流
れ

を
ど
う
受
け
と

め
て
い
る
か
。

答
弁

町
長　

事
故
を

教
訓
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
は

当
然
の
こ
と
と
理
解
は
し

ま
す
。
安
全
性
を
重
視
し
な

が
ら
安
定
供
給
と
Ｃ
O
２

の
問
題
、
コ
ス
ト
や
発
電
能

力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
十
分
な
検
討
を
し
な

が
ら
選
択
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。

質
問

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用

は
、
今
後
、
地
域
の
第
一

次
産
業
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
担
当

課
を
つ
く
り
対
応
す
る
こ 松葉幸雄議員

山口勝士議員

柳田多恵子議員

く
こ
と
が
今
後
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
。

公
会
計
を
通
じ
て
の
住
民

へ
の
使
命
と
は
何
か
、
町

の
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

公
会
計
制
度
改

革
は
﹁
住
民
自
治
﹂
の
原

則
の
も
と
、
財
政
状
況
を

住
民
に
お
知
ら
せ
し
、
規

律
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
あ
る
と
考
え
ま

質
問

公
会
計
改
革
が

本
格
的
に
動
き

出
し
て
か
ら
４
年
。
自
治

体
は
情
報
開
示
の
た
め
、

今
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
当
町
で
も
平
成

22
年
度
か
ら
財
務
４
表
を

公
表
し
、
全
体
の
財
務
状

況
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に

な
っ
た
。
公
会
計
改
革
と

情
報
開
示
を
車
の
両
輪
と

位
置
づ
け
、
地
方
自
治
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

財
政
改
革

公
会
計
改
革
の
使
命
と
は
何
か

住
民
に
お
知
ら
せ
し
、
規
律
の
強
化
を
図
る
こ
と
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再生可能エネルギー推進策は
一般家庭の導入支援は、考えざるを得ない
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